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1．展望 

当院の褥瘡対策委員会は，2002年に新設された施

設基準である褥瘡対策未実施減算に対応すべく同年4

月1日に編成され，今年で13年を迎えた． 

委員会目標は，①褥瘡発生率の低減②他職種チー

ム連携③体圧分散寝具の整備を三本柱としつつ，施

設基準の遵守，JCI（Joint Commission International）

スタンダードの準拠を重点的に取り組んでいる．総

合的な褥瘡対策を講じるためのチーム作りとして，

医師・看護師・栄養士・薬剤師・理学療法士・医事

課（入院係・情報システム管理室）・資材課を構成

委員とし，各職種が連携し活動を行っている．また，

看護部褥瘡対策委員会も活発に活動しており，臨床

最前線における褥瘡予防のケアを徹底し，褥瘡発生

率の低減および治癒率の向上に大きく貢献している． 

2015年の実質褥瘡発生率は0.01%と全国平均と比

較し非常に低値であり，安全な療養環境の提供に寄

与している．今後も「褥瘡を発生させない病院，褥

瘡が治る病院」として地域から信頼される医療サー

ビスを提供したい． 

また，昨年より褥瘡対策委員のスキルアップを目

指しており，日本褥瘡学会褥瘡認定師の資格取得に

向けて各職種が取り組んでいる． 

 

【業績】 

1．褥瘡発生率  0.01% 

2．褥瘡有病患者介入数（名） 

  （1）総数   210名 

  （2）院内発生  6名 

  （3）院外持込 204名 

3．褥瘡有病患者の転帰（率） 

  （1）治癒   42.4% 

  （2）軽快   40.0% 

  （3）不変    0.0% 

  （4）悪化    0.0% 

  （5）死亡    17.6% 

 


